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「
自
助
」・
・
・
自
立
の
精
神
で
自
分
を
守
る 

①
１
冊
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
書
く 

(

自
分
史
を
書
く
、
相
続
の
こ
と
、
お
墓
の
こ
と
、

介
護
の
こ
と
な
ど) 

②
終
の
棲
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
と
断
捨
離 

（
加
齢
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
ト
イ
レ
や

風
呂
場
の
扉
を
外
開
き
に
す
る
、
手
す
り
を
設
置
）

（
要
ら
な
い
も
の
を
処
分
、
身
の
回
り
の
整
理
）

「
共
助
」・
・
・
周
り
か
ら
の
助
け
を
借
り
、
ま
た
余

暇
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
豊
か
に
過
す 

①
少
子
高
齢
化
と
な
り
、
ま
た
寿
命
が
延
び
た
こ

と
に
よ
り
一
人
暮
し
と
な
る
高
齢
者
が
増
加
、
周

り
の
助
け
が
必
要 

②
余
暇
を
元
気
に
過
ご
す
選
択
と
し
て
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動 

「
公
助
」・
・
・
自
治
体
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
、 

弁
護
士
、
税
理
士
と
の
連
携
の
必
要
性
が
生
じ
た
と

き
利
用
す
る 

①
相
続
税
に
関
す
る
対
策
や
申
告
は
税
理
士 

②
法
律
上
の
問
題
が
生
じ
た
と
き
に
は
弁
護
士 

③
そ
の
他
の
さ 

ま
ざ
ま
な
専
門 

家
（
司
法
書
士 

等
） 

④
成
年
後
見
制
度 

（
法
定
後
見
制
度
、 

任
意
後
見
制
度
） 

 

講
師 

一
般
社
団
法
人
安
藤
企
画 

終
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

   

安
藤

あ
ん
ど
う 

智と
も

文ふ
み 

氏 

・「
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
」 

 

高
橋

た
か
は
し 

賢け
ん 

氏 
・「
現
行
の
相
続
税
法
等
と
そ
の
対
策
」 

こ
の
春
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
テ
ー
マ

は
「
終
活
」。
３
月
19
日
（
火
）
午
後
２
時
か
ら
４

時
ま
で
、
お
だ
さ
が
プ
ラ
ザ
に
て
開
催
さ
れ
た
。
終

活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
お
二
方
、
安
藤
企
画
の
安
藤

さ
ん
と
高
橋
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
「
終
活
」
に
つ
い

て
の
お
話
し
を
伺
っ
た
。 

終
活
と
は
ー
日
本
人
女
性
の
平
均
寿
命
が
８
６
．

２
６
歳
と
な
っ
た
今
、
人
生
９０
年
と
言
わ
れ
て
も

違
和
感
は
無
い
。
後
半
期
を
よ
り
有
意
義
に
暮
ら
す

た
め
、
ま
た
仕
事
を
リ
タ
イ
ア
し
た
後
の
生
活
を
よ

り
充
実
し
た
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
と
し
て
捉
え
て
活

動
を
す
る
事
。 

活
動
の
基
本
と

な
る
ポ
イ
ン
ト

が「
自
助
・
共
助
・

公
助
」
の
３
つ
に

あ
る
と
い
う
。 
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安
藤
氏
の
終
活
の
概
要
を

伺
っ
た
あ
と
、
次
は
控
除
に
該

当
す
る
相
続
税
法
の
改
正
と

そ
の
対
策
な
ど
に
つ
い
て
い

て
高
橋
氏
の
話
が
続
く
。「
相

続
」
の
注
意
点
と
し
て
「
争
続
」

に
陥
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
に
遺
言
書
の
準
備
、
遺
産
の

分
割
等
が
必
要
と
説
か
れ
た
。 

講
座
の
終
わ
り
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
と
中
央

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
寒
河
江

さ

が

え

さ
ん
か
ら
受

講
者
の
皆
さ
ん
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
勧
め
が

あ
っ
た
。
元
気
な
う
ち
に
人
生
の
身
仕
舞
い
を
す

る
、
場
合
に
よ
っ
て
は
終
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
ヘ

ル
プ
も
必
要
な
時
も
あ
る
と
分
か
っ
た
。
困
っ
た
と

き
は
相
談
出
来
そ
う
だ
。
物
が
捨
て
ら
れ
な
い
の
は

誰
に
と
っ
て
も
共
通
の
悩
み
の
よ
う
。
お
話
の
中
に

興
味
深
い
ベ
ス
ト
テ
ン
が
あ
っ
た
の
で
紹
介
。 

＊
「
捨
て
ら
れ
な
い
モ
ノ
ベ
ス
ト
１０
」
の
一
部
＊ 

１０
位 

本
、
９
位 

引
出
物
、
７
位 

コ
ン
ビ
ニ
弁
当

に
つ
い
て
く
る
割
箸
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ス
プ
ー
ン

や
フ
ォ
ー
ク
、
６
位 

年
賀
状
や
手
紙
、
３
位 

紙
袋
、

２
位 

縫
い
ぐ
る
み
、
１
位
に
な
っ
た
の
は
服
類
。 

終
活
は
自
分
の
た
め
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
残
し
て

行
く
家
族
の
た
め
で
も
あ
る
。
そ
う
思
え
ば
せ
っ
せ

と
終
活
に
励
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。 

１
年
前
に
買
っ
た
「
星
の
王
子
さ
ま
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
」
の
白
い
ペ
ー
ジ
を
前 

に
し
て
思
う
。
書
き
始
め
は
ま 

ず
１
頁
目
の
「
私
の
プ
ロ
フ
ィ 

ー
ル
」
か
ら
。（
植
野
・
小
林
） 

春
講
座 

終
活
セ
ミ
ナ
ー 

 
 

〜 

人
生
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
考
え
、
こ
れ
か
ら
を
豊
か
に
生
き
る
〜

相続税対策について語る 
高橋さん 

人生90 年です！とパワー 
ポイントで説明する安藤さん 



                              

ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
通
信
版 

ツ
イ
ッ
タ
ー
コ
ー
ナ
ー 

 
 

 
 

私
の
人
生 

 
 

 
 

 
 

 

中
村 

義
春 

 

私
の
人
生
、
骨
折
人
生
。
さ
あ
お
代
は
い
ら
な
い
よ
、

つ
ま
ら
な
か
っ
た
ら
読
ま
な
く
て
も
良
い
よ
、
興
味
が
あ

っ
た
ら
読
ん
で
ね
。 

 

最
初
の
骨
折
は
小
学
５
年
生
。
飛
び
箱
で
転
倒
し
て
右

肩
（
鎖
骨
）
を
骨
折
。
治
っ
た
と
思
っ
て
、
自
宅
近
く
で

友
達
と
遊
ん
で
い
て
転
ん
で
、
又
同
じ
所
を
骨
折
。
中
学

２
年
の
時
は
鉄
棒
で
右
腕
を
骨
折
。
中
学
３
年
の
時
は
ス

ケ
ー
ト
で
右
腕
を
骨
折
。
大
学
卒
業
後
、
航
空
自
衛
隊
に

入
隊
し
、
３
か
月
目
で
左
肩
を
骨
折
。
そ
れ
で
進
路
が
変

更
に
な
り
、
美
保
基
地
の
輸
送
機
部
隊
に
配
属
。
輸
送
機

の
搭
乗
員
と
し
て
１
年
間
搭
乗
し
、
エ
ア
ー
マ
ス
タ
ー
と

し
て
活
躍
。
こ
れ
が
私
の
人
生
の
中
で
は
良
か
っ
た
と
思

っ
て
い
る
。
自
衛
隊
で
陸
上
競
技
の
１
級
を
取
得
。
走
り

幅
跳
び
に
自
信
が
あ
っ
た
の
で
、
あ
る
時
、
江
の
島
の
岩

場
を
歩
い
て
一
周
し
よ
う
と
思
い
挑
戦
。
た
だ
し
最
初
に

難
関
が
あ
り
、
洞
窟
が
あ
る
幅
５
メ
ー
ト
ル
以
上
の
岸
を

走
っ
て
飛
ん
だ
が
，
岩
に
着
い
て
い
た
藻
で
滑
っ
て
海
の

中
に
落
ち
、
手
の
指
と
歯
を
折
り
、
そ
の
歯
が
下
唇
を
貫

通
。 

自
力
で
這
い
上
が
っ
て
車
で
帰
宅
。
そ
の
途
中
、
い
つ
も

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
病
院
へ
直
行
、
す
ぐ
手
術
。
ま
あ
、

こ
ん
な
具
合
、
４７
歳
に
な
っ
た
時
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
車
で

転
倒
、
左
ヒ
ジ
が
骨
折
で
取
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
他
今

ま
で
肋
骨
は
１０
カ
所
以
上
。 

 

ど
う
で
し
た
か
、
私
の
骨
折
人
生
。
足
を
折
っ
た
ら
も 

う
寝
た
き
り
に
な
り
そ
う
な
年
齢
。
少
し
の
段
差
で
も
つ 
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４月の記念日は？              
小倉義男 

５月９日は、アイスクリームの日。  

1964 年のこの日に東京アイスクリーム協会

が記念事業を行い、諸施設へアイスクリームを

プレゼントしたことから、アイスクリームの日

だそうです。翌年から「アイスクリームの日」

として、各種のイベントを実施するようにな

り、社団法人日本アイスクリーム協会が1965

年に制定。５月になると、天気も良く、 

結構暑くなる日があり、そん 

な時はアイスクリーム食べた 

くなりますね。(^^)  小倉画 

 

 

 

 
 

難
読
動
物
ク
イ
ズ
で
す
。
次
の
動
物
は
何
で
し
ょ
う
？ 

① 

豹 

② 

絡
新
婦 

③ 

駱
駝 

④ 

鼬
（
鼬
鼠
） 

 

⑤ 

驢
馬 

⑥ 

縞
馬 

⑦ 

鴨
嘴 

⑧ 

熊
猫 

⑨ 

獏 

⑩ 

海
驢 

⑪ 

蝙
蝠 

⑫ 

子
守
熊 

⑬ 

狒
々 

ま
ず
く
私
、
気
を
つ
け
よ
う
、
こ
の
先
の
人
生
。 

ち
な
み
に
現
在
７１
歳
に
な
っ
て
、
富
士
ス
ピ
ー
ド
ウ
ェ

イ
で
、
サ
ー
キ
ッ
ト
走
行
を
し
て
い
ま
す
。
最
後
ま
で
御

清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

ち
な
み
に
骨
折
し
な
い
た
め
に
牛
乳
を
飲
み
、
筋
肉
を

つ
け
る
と
骨
は
折
れ
に
く
い
そ
う
で
す
。
毎
朝
、
腕
立
て

伏
せ
２
０
０
回
以
上
と
、
背
筋
１
０
０
回
以
上
、
自
分
独

特
の
腹
筋
は
２
０
０
回
程
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
と

て
も
良
い
で
す
。 

 

通
常
総
会
の
ご
案
内 

 

二
〇
一
九
年
度
の
通
常
総
会
を
次
の
通
り
開
催
し

ま
す
。 

開
催
通
知
と
議
案
書
は
後
日
お
届
け
し
ま
す
が
、
ご
出

席
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
予
定
く
だ
さ
い
。 

 

日
時 

５
月
１９
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時 

 

会
場 

あ
じ
さ
い
会
館
３
階
研
修
室 

 

議
事 

①
事
業
報
告 

②
会
計
報
告 

③
役
員
の

選
任 

④
定
款
変
更 

⑤
会
費
の
件 

 

⑥
事
業
計
画
案 

⑦
予
算
案 

※
年
に
一
度
の
大
切
な
総
会
で
す
。
是
非
ご
出
席
く
だ

さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

理
事
一
同 

  

パレードに参加しよう！ 

相模原市民若葉まつりでは、当協会もハンディキャブ

号2台とセダン車を伴いパレードに参加しPR活動を行

います。 

日時：令和元年5月12日（日）  

午前１０：３０集合 

集合場所：16号線から1本市役所寄りの道路 

多くの会員の皆様の参加を 

お願いします。   

  

 

 Twitter 

 大募集！ 



                      

ぼらんてぃあ通信  

 

 

 

 

市
役
所
通
り
の
桜
が
満
開
で
す
。
西
門
へ
向
か
う
バ
ス
の

窓
か
ら
カ
メ
ラ
片
手
に
散
歩
の
人
が
大
勢
見
え
ま
す
。
３
月

３０
（
土
）・
３１
（
日
）
の
２
日
間
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

さ
が
み
は
ら
環
境
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
が
主
催
す
る

「
西
門
え
こ
に
こ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
初
め
て
開
か
れ
、「
さ
が

み
は
ら
リ
サ
イ
ク
ル
連
絡
会
」
が
参
加
し
ま
し
た
。
会
場
は

西
門
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
バ
ス
停
正
面
の
店
舗
で
、
店
頭
に
は

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
の
大
き
な
昇
り
旗
が
風
に
ひ
ら
め

い
て
い
ま
す
。 

店
内
は
復
興
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
青
い
鳥
」
の
布
ぞ
う
り
や
手
作
り
小
物
、
大
船
渡

の
方
た
ち
が
作
っ
た
手
芸
品
、
わ
か
め
や
さ
ら
し
あ
め
の
販

売
も
あ
り
、
入
口
近
く
で
は
子
ど
も
た
ち
が
石
け
ん
を
粘
土

細
工
の
よ
う
に
こ
ね
て
作
る
「
こ
ね
こ
ね
石
け
ん
作
り
」
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
何
が
で
き
る
の
と
聞
い
た
ら
「
う
さ
ぎ
」

と
答
え
て
く
れ
た
女
の
子
。
耳
が
ぴ
ん
と
立
っ
た
白
う
さ
ぎ

が
完
成
。 

 

リ
サ
イ
ク
ル
連
絡
会
（
私
も
会
員
の
一
人
）
の
テ
ー
ブ
ル

で
は
メ
イ
ン
の
活
動
で
あ
る
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
（
別 

記
）
の
実
物 

を
展
示
し
関

心
を
持
た
れ

た
方
に
作
り

方
の
説
明
を

し
ま
し
た
。 

 

 

会
員
が
持
ち
寄
っ
た
手
作
り
品
と
家
庭
で
眠
っ
て
い
た
小
物
類

も
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
と
し
て
販
売
。
選
挙
カ
ー
も
走
り
、
歩

道
は
和
太
鼓
の
演
奏
あ
り
、
路
上
ラ
イ
ブ
あ
り
食
べ
物
の
屋
台

も
出
て
昼
か
ら
夜
は
に
ぎ
や
か
で
し
た
。 

 

さ
が
み
は
ら
リ
サ
イ
ク
ル
連
絡
会
は
公
民
館
で
環
境
問
題
の

学
習
や
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
集
ま
っ

て
平
成
３
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
代
表
者
は
内
山

う
ち
や
ま

尚
美

な

お

み

さ
ん
で
す
。
最
初
は
市
役
所
の
協
力
を
得
て
市
内
の
公
民

館
１５
ヶ
所
に
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
置
い
て
も
ら

い
月
１
回
古
紙
回
収
業
者
に
売
り
渡
し
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

な
ど
の
資
源
に
す
る
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
市
が

ご
み
収
集
拠
点
で
資
源
回
収
を
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
平
成
２１
年
に
は
市
資
源
循
環
課
の
生
ご
み
堆
肥

た

い

ひ

化
の
活
動

を
し
て
い
る
市
民
に
対
す
る
助
成
制
度
「
有
機
性
資
源
活
動
事

業
補
助
金
」（
現
在
の
生
ご
み
４
Ｒ
推
進
活
動
補
助
金
）
を
立
ち

上
げ
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
講
座
の
講
師
を
派
遣
す
る
相

模
原
市
生
ご
み
４
Ｒ
市
民
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
制
度
（
学
習
会

を
各
区
で
開
催
）
を
実
現
し
ま
し
た
。
ま
た
市
民
桜
ま
つ
り
（
今

年
は
若
葉
ま
つ
り
）、
さ
が
み
は
ら
環
境
ま
つ
り
、
相
模
原
リ
サ

イ
ク
ル
フ
ェ
ア
に
参
加
し
市
民
へ
の
広
報
活
動
も
行
っ
て
い
ま

す
。 若

葉
ま
つ
り
で
は
市
役
所
駐
車
場
２
階
で
ゴ
ミ
や
資
源
に
対 

 

― 3 ― 

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
作

り
方
実
演
や
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
た
エ
コ
工
作
（
脳
ト
レ
に

も
な
る
）
も
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
の
ぞ
い
て
見
て
下
さ
い
ね
。 

コ
ン
ポ
ス
ト
と
は
…
…
都
市
ご
み
や
下
水
汚
泥
な
ど
を

発
酵
腐
熟
さ
せ
た
肥
料
（
堆
肥
の
意
）（
広
辞
苑
）
ダ
ン
ボ
ー

ル
箱
を
利
用
し
て
腐
葉
土
と
米
ぬ
か
を
用
意
し
台
所
の
生

ご
み
を
土 

に
還か

え

し
て 

肥
料
（
資 

源
化
）
と 

し
て
活
用
。 

ダ
ン
ボ
ー 

ル
コ
ン
ポ 

ス
ト
学
習
会
の
会
場
・
日
程
等
は
広
報
さ
が
み
は
ら
を
見
て

下
さ
い
。 

 

４
Ｒ
と
は
…
…
リ
フ
ュ
ー
ズ
（
断
る
）・
リ
デ
ュ
ー
ス
（
減

ら
す
）・
リ
ユ
ー
ス
（
再
利
用
）・
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
資
源
化
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
三
十
尾
） 

 
 

 
 

 

さ
が
み
は
ら
リ
サ
イ
ク
ル
連
絡
会 

 
 

 
 

 
 

代
表 

内
山
尚
美 

 
 

 
 

 
 

電
話 

０
４
２ - 

７
５
１ - 

７
８
５
６ 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
グ
ル
ー
プ
訪
問
記 

   

① 

ヒ
ョ
ウ 

② 

ジ
ョ
ロ
ウ
グ
モ 

③ 

ラ
ク
ダ 

 

④ 

イ
タ
チ 

⑤ 

ロ
バ 

⑥ 

シ
マ
ウ
マ 

 

⑦ 

カ
モ
ノ
ハ
シ 

⑧ 

パ
ン
ダ 

⑨ 

バ
ク 

⑩ 

ア
シ
カ 

⑪ 

コ
ウ
モ
リ 

⑫ 

コ
ア
ラ 

⑬ 

ヒ
ヒ 

満
開
の
桜
の
下
、
西
門
え
こ
に
こ
マ
ー
ケ
ッ
ト
に 

「
さ
が
み
は
ら
リ
サ
イ
ク
ル
連
絡
会
」
が
参
加 

  

№ 449  

 
 

生ごみを土に還すダンボ
ールコンポストの作り
方。箱の中には実物が入
っています 
 

店頭（歩道）に並べられた 
「西門えこにこマーケット」 
の手作り品 

 

会員が持ちよった手作り小物 

 



相模原市で活躍する会社紹介

パーソル・テンプ・スタッフ株式会社 
相模原市の無料職業紹介事業受託事業者 

出

張

ミ
ヤ
タ
珈

琲

 

 

◆相模原市における就労支援事業の取組 
弊社の相模原市における使命は、人と生活、人と人、 

人と社会をマッチングすることであると考えておりま 
す。時代の変動に伴う様々な社会課題を背景とした、 
求職者のみなさまの複合的な課題に共に向かい合いな 
がら、一般の職業紹介にとどまらず、生活保護受給者 
や生活困窮者の自立支援事業に併せ就労訓練、保育士等人材確保など 
他制度や関係者と連携することで、就業に限らず社会参加の機会も数 
多く創出し、地域が共に成長する事業展開を目指しています。 

相談者に社会参加の意欲を持ち「働く」ことへの自信を深めるまで、 
市内事業所・相模原市社会福祉協議会などの関係機関・西門商店街・ 
ボランティア団体や市民の皆様から頂いてきたご支援により、相談者だけでなく弊社の従事者も成長する機会となっているこ

とを実感しております。この場を借りて関係者の皆様に深く感謝を申し上げます。 
少子高齢化社会が進み、女性や高齢者などへの就労支援がますます重要になると感じています。これまでの弊社の経験と関

係機関等との連携をベースに、職業紹介にとどまらず定着支援を継続する等、長期プランの就労支援に邁進して参りますので、

「働く」ことをお考えの方は、ぜひ相模原市就職支援センターをご活用ください。今後ともよろしくお願い致します！ 

◆相模原市就職支援センターの設置経緯と概要 
平成１６年３月の職業安定法改正に伴い、自治体においても無料職業

紹介事業が可能となりました。相模原市は、厳しい雇用情勢の改善を

図るため、平成１７年７月に相模原市就職支援センターを開設し、就

労支援を始めました。弊社は、相模原市就職支援セン 
ターの開所から現在に至るまで、その管理運営業務や 
無料職業紹介事業を、相模原市への企画提案・選考を 
経て、受託しております。 

 
気さくなマスターとハンサムなバイト君です。 

 
と・ある施設で漫才を披露している様子。 

そ
の
他
に
も
。
１
日
３
杯
以 

上
の
む
と
、
ガ
ン
予
防
に
な 

る
そ
う
で
す
。
珈
琲
は
、
美 

味
し
い
だ
け
で
は
な
く
、
健 

康
に
も
と
て
も
い
い
飲
み
物 

で
す
。 

●
こ
れ
ま
で
の
実
績
は
？ 

マ
ス
タ
ー
：
地
域
で
活
動
し 

て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん 

達
の
会
議
に
出
張
し
て
、
珈 

琲
を
サ
ー
ビ
ス
し
た
り
、
障 

が
い
者
施
設
に
出
張
し
た
り 

し
て
い
ま
す
。 

今
年
は
、
市
役
所
や
認
知
症 

カ
フ
ェ
で
も
珈
琲
サ
ー
ビ
ス 

の
依
頼
が
来
て
い
ま
す
！ 

他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ 

へ
出
張
し
て
い
き
た
い
で
す
！ 

出張ミヤタ珈琲は、中央区相生にある「社会福祉法人アトリエ」の地域貢献事業への取り組み、且つ障がい者理解促進事業の一環としての活動です。

議事録作成ご苦労様 す
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久保田啓仁さん 

相模原市就職支援センター管理者  

久保田
く ぼ た

 啓
ひろ

仁
み

さん 

◆相模原市就職支援センターについて 

〒252-0143 緑区橋本 6-2-1 

 シティ・プラザはしもと 6 階 

開所日：月曜日～金曜日、第２・４土曜日 

(祝日・年末年始を除く) 

開所時間：午前 8 時 30 分～午後 5 時 

電話：042－700－1618 

FAX：042－700－1704 

Mail：shushokushien@sagamihara-city.jp

ホームページ： 

http://www.sagamihara-city.jp/shushoku/ 

ほ
っ
こ
り 

な 

♡ 

ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ 

( 
  )19 

相
模
原
市
に
あ
る
高
根
珈
琲
さ
ん
の
焙
煎
豆 

を
使
用
し
、
そ
こ
で
手
ほ
ど
き
を
う
け
た
本 

格
ハ
ン
ド
ド
リ
ッ
プ
を
出
張
し
て
、
お
客
様 

一
人
一
人
に
珈
琲
と
笑
い
を
サ
ー
ビ
ス
し
ま 

す
。 

●
出
張
ミ
ヤ
タ
珈
琲
っ
て
な
ん
で
す
か
？ 

マ
ス
タ
ー
：
僕
、
宮
田
が
電
話
一
本
で
、
出 

張
し
ま
す
！
一
つ
一
つ
丁
寧
に
ハ
ン
ド
ド
リ 

ッ
プ
し
て
新
鮮
な
美
味
し
い
珈
琲
を
お
届
け 

し
ま
す
。 

●
珈
琲
の
魅
力
と
は
？ 

マ
ス
タ
ー
：
深
煎
り
の
新
鮮
な
珈
琲
を
の
む 

と
、
認
知
症
予
防
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま 

す
。（
認
知
症
ネ
ッ
ト
よ
り
） 

h
ttps://in

fo.n
in

ch
ish

o.n
et/arch

ives/31115



 

イ
ベ
ン
ト
情
報 

視
覚
障
が
い
援
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座 

日 

時
：
五
月
十
日(

金)

～
三
十
一
日(

金) 
毎
週
金
曜
日
午
後
一
時
半
～
午
後
三
時
半 

場 

所
：
神
奈
川
県
ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー 

（
横
浜
市
旭
区
二
俣
川
一
の
八
十
の
二
） 

内 

容
： 

視
覚
障
が
い
者
の
状
況
、
ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー 

事
業
に
つ
い
て
、
点
字
の
概
要
、
視
覚
障
が 

い
者
へ
の
接
し
方
、
視
覚
障
が
い
援
助
ボ
ラ 

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
な
ど 

定 

員
：
六
十
名
（
最
小
催
行
五
名
） 

申 

込
： 

 

「
第
２
回
視
覚
障
が
い
援
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

入
門
講
座
希
望
」
と
明
記
の
う
え
、 

①
住
所 

②
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
③
電
話
番
号 

④
年
齢
を
記
入
し
、 

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
・
往
復
ハ
ガ
キ
の
い
ず
れ
か 

の
方
法
で
申
し
込
み
。 

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
４
５
・
３
６
４
・
０
０
２
７ 

メ
ー
ル
：k

o
u

z
a

@
k

a
n

a
g

a
w

a
lc

.o
r
g

 

住 

所
：
〒2

4
1

-
8

5
8

5

横
浜
市
旭
区
二
俣
川 

一
の
八
十
の
二
神
奈
川
県
ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー 

情
報
提
供
課 

講
座
担
当
あ
て 

問
合
せ
先
： 

神
奈
川
県
ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
情
報
提
供
課 

講
座
担
当 

 

電 

話
：
０
４
５
・
３
６
４
・
０
０
２
４ 

日 時 間 内  容 

6(月) 13 時半 新役員顔合せ 

11(土)  黄色いレシート 

キャンペーン 

11(土) 

12(日) 

12 時 

10 時 

若葉まつり 

 

18(土) 10 時 HC 委員会 

19(日) 14 時 

16 時頃 

総会 

理事会(引継ぎ) 

25(土) 13 時 事務局委員会 

27(月) 13 時 ぼら通印刷 

28(火) 13 時 ぼら通発送 

総会は５月１９日１４時から、あじ 
さい会館３階研修室での開催です。 

 
 

ぼらんてぃあ通 信

理
事
会
報
告

No.449 

－５－ 

ボランティア協会５月の予定 

こ
ど
も
家
族
早
期
発
達
支
援
学
会
認
定  

発
達
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
（
基
礎
ａ
） 

 日 

時
：
五
月
二
十
五
日(

土) 

午
後
二
時
～
四
時 

場 

所
：
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

（
中
央
区
中
央
三
の
十
二
の
十
） 

内 

容
：
障
が
い
特
性
の
理
解
（
自
閉
症
の
感
覚 

と
支
援
方
法) 

講 

師
：
星
山

ほ
し
や
ま

麻
木

あ
さ
ぎ

氏 

（
明
星
大
学
教
育
学
部
教
育
学
科
教
授
） 

参
加
費
：
二
千
五
百
円
（
当
日
受
付
に
て
支
払
い
）

申 

込
：
電
話
・
メ
ー
ル
・ 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
、 

電 

話
：
０
９
０
・
２
３
２
０
・
５
４
０
９ 

メ
ー
ル
：ra

in
b

o
w

s
.s

a
g
a
m

i@
g
m

a
il.c

o
m

 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
： 

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り 

問
合
せ
先
：
れ
い
ん
ぼ
う
ず 

 
 

 
代
表 

村
崎 

幸
恵 

(

０
９
０
・
２
３
２
０
・
５
４
０
９) 

 
 

四
月
三
日(

水)

十
三
時
半
か
ら
（
理
事
七
名
出
席
） 

 

一
．
報
告
事
項 

◆
広
報
委
員
会 

・
ぼ
ら
通
は
六
月
よ
り
八
頁
を
六
頁
に
す
る
予
定
。 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
変
更
掲
載
し
た
。 

・
わ
く
わ
く
は
、
四
月
二
〇
日
に
印
刷
・
発
行
。 

◆
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
委
員
会 

・
十
一
号
車
に
カ
ー
ナ
ビ
と
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
設
置
。 

・
定
年
者
に
感
謝
状
と
粗
品
を
贈
呈
す
る
。 

◆
事
務
局
委
員
会 

・
事
務
局
員
へ
の
委
嘱
状
交
付
を
実
施
。 

◆
講
座
検
討
委
員
会 

・
来
年
度
基
礎
講
座
は
、
七
月
六
、
十
三
、
二
十
日
に
開
催 

を
決
定
。
講
師
依
頼
を
済
ま
せ
た
。 

コ
ー
ス
別
講
座
は
録
音
奉
仕
、
外
出
援
助
、
点
訳
、
翻
訳
、

高
齢
者
支
援
、
傾
聴
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
が
参
加
。 

◆
傾
聴
委
員
会 

・
月
二
回
実
施
希
望
の
方
が
あ
り
、
受
け
入
れ
た
。 

 

二
、
審
議
事
項 

・
総
会
、
二
〇
一
八
年
度
事
業
報
告
案
、
二
〇
一
九
年
度
事 

業
計
画
案
、
予
算
案
の
検
討
を
行
っ
た
。 

・
総
会
準
備
日
程
の
確
認
を
行
っ
た
。 

・
新
役
員
予
定
者
と
の
顔
合
わ
せ
を
五
月
六
日
に
実
施
す
る
。 

 

 

次
の
理
事
会
は
臨
時
理
事
会
（
理
事
六
名
出
席
）
で
四
月 

十
七
日
（
水
）
に
開
催
し
、
総
会
の
内
容
確
認
を
行
っ
た
。 

 

 

五
月
の
理
事
会
は
十
九
日
の
総
会
終
了
後
に
開
催
す
る
。 

再
掲 



—６－

  

 

こ
こ
で
い
う
住
民
主
体
の
福
祉
活
動
に
は
、
地
区
社
協
、

自
治
会
、
民
生
委
員
児
童
委
員
等
の
地
縁
組
織
が
取
り
組
む

活
動
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
に
活
動
の
拠
点
を
置
い
て
い
る

各
分
野
の
社
会
福
祉
法
人
や
様
々
な
福
祉
事
業
者
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
福
祉
活
動
を
進
め
る
人
々
、
ま

た
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
、
子
育
て
の
当
事
者
な
ど

多
く
の
人
々
が
関
係
し
て
い
る
福
祉
的
取
り
組
み
が
す
べ

て
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
皆
様
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

会
の
取
り
組
み
も
こ
の
枠
組
み
に
入
り
、
協
会
員
お
一
人
お

一
人
の
活
動
が
重
要
な
一
つ
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
ま

す
。 こ

れ
ら
の
活
動
が
発
展
し
て
い
く
た
め
に
、
両
計
画
の
整

合
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
住
民

主
体
の
福
祉
活
動
、
市
社
協
、
行
政
の
役
割
分
担
と
協
力
体

制
、
支
援
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
、
両
計
画
は
具
体
的
指
針
、

取
り
組
む
べ
き
事
業
等
を
示
し
て
い
る
も
の
で
す
。 

 

新
た
な
計
画
策
定
に
向
け
て
‼ 

 

孤
立
・
孤
独
、
生
活
困
窮
、
虐
待
な
ど
今
日
的
な
福
祉
課

題
は
ま
す
ま
す
深
化
し
、
見
え
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま
す
。
両

計
画
の
実
施
期
間
は
本
年
度
が
最
終
年
と
な
っ
て
お
り
、
現

在
、
新
た
な
計
画
（
次
期
計
画
）
の
策
定
が
進
ん
で
い
ま
す
。

福
祉
課
題
の
解
決
は
生
活
保
障
の
問
題
と
も
リ
ン
ク
す
る

た
め
、
一
義
的
に
は
行
政
責
任
が
問
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
は
出

来
ま
せ
ん
。
つ
な
が
り
の
あ
る
あ
た
た
か
な
地
域
づ
く
り
の

た
め
に
、
新
し
い
元
号
の
も
と
で
皆
様
と
一
体
と
な
っ
て
努

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

市
社
協 

田
所 

 

桜
の
花
も
散
り
、
若
葉
が
楽
し
い
季
節
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
皆
さ
ま
、
お
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
？
ま
も
な
く
元
号
が
変
わ
り

ま
す
。
昭
和
生
ま
れ
の
私
も
、
三
つ
の
元
号
を
経
験
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
浮
か
れ
る
こ
と
な
く
地
道
に

反
省
し
、
新
し
い
時
代
を
希
望
を
持
っ
て
迎
え
た
い
と

思
い
ま
す
。 

さ
て
、
「
み
ん
な
で
支
え
合
い 

地
域
の
力
が
育
む

人
に
や
さ
し
い
ま
ち 
さ
が
み
は
ら
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、
市
社
協
の
活
動
や
歴
史
な
ど
を
紹
介
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
号
で
は
本
会
の
活
動
指
針
を
示
す
「
市

社
会
福
祉
協
議
会 

地
域
福
祉
活
動
計
画
」
に
つ
い
て

触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

相
模
原
市
地
域
福
祉
計
画
と
は
？ 

 

社
会
福
祉
法
第1

0
7

条
に
よ
り
相
模
原
市
は
「
地

域
福
祉
計
画
」
を
定
め
、
本
市
に
お
け
る
地
域
福
祉
の

推
進
方
策
を
示
し
て
い
ま
す
。
市
に
は
「
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
」、「
障
害
者
福
祉
計
画
」、「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」、「
保
健
医
療
計
画
」
と
い
っ
た
保

健
福
祉
に
係
る
分
野
別
計
画
が
あ
り
ま
す
が
、「
地
域
福

祉
計
画
」
は
こ
れ
ら
の
分
野
別
計
画
を
地
域
と
い
う
視

点
で
捉
え
な
お
し
、
各
部
門
に
横
断
的
に
か
か
わ
る
住

民
の
福
祉
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
仕
組
づ
く
り
等
を

定
め
た
行
政
計
画
で
す
。 

現
在
の
計
画
は
第
３
期
（
計
画
期
間
平
成
二
十
七
年

度
～
三
十
一
年
度
）
と
な
り
ま
す
が
、
第
１
期
計
画
は

平
成
十
七
年
度
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
福
祉
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
形
成
事
業
も
こ
の
計
画
に
よ
り
同
年
ス
タ
ー
ト

し
た
も
の
で
す
。 

相
模
原
市
社
協
地
域
福
祉
活
動
計
画
と
は
？ 

 

一
方
、
社
会
福
祉
協
議
会
は
そ
の
性
格
を
①
地
域
に

お
け
る
住
民
組
織
と
公
私
の
社
会
福
祉
事
業
関
係
者
に

よ
り
構
成
さ
れ
、
②
住
民
主
体
の
理
念
に
基
づ
き
、
地

域
の
福
祉
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
福
祉
の
実
現
を
目
指

し
、
③
住
民
の
福
祉
活
動
の
組
織
化
、
社
会
福
祉
を
目

的
と
す
る
事
業
の
連
携
調
整
及
び
事
業
の
企
画
・
実
施

な
ど
を
行
う
、
④
市
区
町
村
、
都
道
府
県
・
指
定
都
市
、

全
国
を
結
ぶ
公
共
性
と
自
主
性
を
有
す
る
民
間
組
織
で

あ
る
。
と
「
新
・
社
会
福
祉
協
議
会
基
本
要
項
」
に
自

ら
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
具
現
化
す
る
た
め
、

市
社
協
で
は
本
会
の
会
員
や
社
会
福
祉
関
係
団
体
、
地

域
福
祉
実
践
者
等
の
意
見
を
も
と
に
「
地
域
福
祉
活
動

計
画
」
を
定
め
、
日
々
の
事
業
展
開
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

本
会
の
「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の
策
定
の
歴
史
は

早
く
、
昭
和
五
十
七
年
一
月
に
は
「
相
模
原
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
取
り
組
む
べ
き
事
業
に
つ
い
て
（
第
１
次

計
画
）」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
現
在
は
「
第
８
次
相

模
原
市
社
協
地
域
福
祉
活
動
計
画 

み
ん
な
い
い
ひ
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ラ
ン
」（
計
画
期
間
平
成
二
十
七
年
度

～
三
十
一
年
度
）
の
最
終
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

両
計
画
の
関
係
性
と
は
？ 

 

両
計
画
に
共
通
す
る
テ
ー
マ
は
「
地
域
福
祉
」
で
あ

り
、
地
域
福
祉
の
主
役
を
「
住
民
主
体
の
福
祉
活
動
」

と
し
て
い
る
点
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

2019.4.23 

市 社 協 事 業 紹 介  （その１３） 
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№ 449 

第
四
十
三
次
訪
中
団
に
参
加
し
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

町
田
紘
一 

昨
年
１１
月
相
模
原
市
日
中
交
流
協
会
主
催
の
第
４３
次
訪

中
団
（
川
合
団
長
、
浦
上
秘
書
長
他
１２
名
）
に
参
加
し
ま
し

た
。
海
外
の
体
験
は
仕
事
で
ネ
パ
ー
ル
、
香
港
、
タ
イ
な
ど

何
度
か
出
か
け
、
ま
た
車
い
す
関
係
の
団
体
ツ
ア
ー
で
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
へ
。
ま
た
家
内
と
の
旅
で
台
湾
、
ハ
ワ
イ
等
。

次
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
で
す
が
、
家
内
の
体
調
の
関
係

で
１
時
間
以
上
の
飛
行
機
の
旅
は
無
理
と
な
り
、
１１
年
前
の

韓
国
旅
行
を
最
後
に
海
外
旅
行
は
諦
め
て
い
ま
し
た
。 

家
内(

７４
歳)

は
車
い
す
生
活
４６
年
、
頑
張
り
屋
で
、
手
で

動
か
す
事
が
出
来
る
車
の
免
許
を
取
り
、
老
人
福
祉
相
談
員
、

車
い
す
友
の
会
会
長
、
小
中
学
校
の
福
祉
講
話
等
で
努
力
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
私
生
活
は
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
で
は

対
応
が
難
し
く
、
私
が
手
伝
わ
な
い
と
ベ
ッ
ド
か
ら
車
い
す

へ
の
移
乗
失
敗
な
ど
で
怪
我
も
あ
り
、
旅
行
も
電
車
バ
ス
で

の
旅
は
不
可
能
。
家
内
と
年
数
回
、
身
延
、
羽
生
、
越
後
に
あ

る
墓
参
り
を
含
め
国
内
の
マ
イ
カ
ー
旅
行
を
認
知
症
の
大
田

区
の
施
設
に
い
る
兄
を
連
れ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

市
の
広
報
紙
を
見
た
家
内
が
日
中
交
流
会
の
訪
中
団
（
１１

月
１６
～
１９
日
）
に
参
加
し
て
み
た
ら
と
突
然
の
提
案
。
今
年

１０
月
で
結
婚
５０
年
を
迎
え
ま
す
が
、
記
念
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

だ
か
ら
行
っ
て
き
て
と
の
言
葉
で
し
た
。
中
国
は
２８
年
前
に

仕
事
で
香
港
に
行
っ
た
と
き
、
深
圳
に
日
帰
り
で
行
き
ミ
ニ

中
国
（
４０
分
の
１
で
作
ら
れ
た
中
国
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
）

を
見
、
中
国
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
驚
い
た
こ
と
が
思
い

出
に
残
り
、
い
つ
か
一
度
中
国
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
突
然
の
家
内
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。 

出
発
前
日
に
家
内
は
内
科
の
検
査
で
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
投

与
を
す
る
状
態
に
あ
る
と
の
事
を
私
に
報
告
せ
ず
、
楽
し
ん

で
き
て
ね
、
近
所
の
友
人
に
助
け
て
も
ら
い
頑
張
る
か
ら
と

の
事
で
、
前
日
タ
ク
シ
ー
を
予
約
。
と
こ
ろ
が
タ
ク
シ
ー
会

社
の
早
朝
依
頼
は
す
べ
て
駄
目
。
市
の
担
当
に
相
談
し
て
も

無
理
。
リ
ム
ジ
ン
乗
り
場
ま
で
徒
歩
で
約
４０
分
を
覚
悟
。

そ
れ
で
も
と
思
い
近
く
の
友
人
に
相
談
す
る
と
個
人
タ
ク

シ
ー
が
近
く
に
あ
る
と
の
事
で
電
話
。
個
人
タ
ク
シ
ー
の
快

諾
を
得
て
今
回
の
旅
に
心
残
り
な
く
出
発
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。 

歴
史
の
あ
る
日
中
交
流
協
会
の
旅
で
と
て
も
楽
し
い
旅

が
出
来
た
こ
と
、
参
加
さ
れ
た
団
員
の
気
持
ち
の
良
い
楽
し

い
、
思
い
や
り
の
あ
る
仲
間
に
出
逢
い
、
無
錫
の
酒
工
場
の

丁
寧
な
お
も
て
な
し
、
少
年
宮
で
の
絵
画
体
験
、
書
道
体
験
。

私
は
絵
も
書
も
下
手
で
す
が
、
絵
は
係
の
人
に
手
を
加
え
て

い
た
だ
き
、
宝
物
に
な
り
ま
し
た
。 

昔
、
香
港
、
深
圳
に
行
っ
た
と
き
手
に
入
れ
た
〝
姑
蘇
城

外
寒
山
寺
″
の
漢
詩
入
り
墨
絵
が
私
の
家
に
在
り
ま
す
が
、

今
回
の
旅
で
は
小
雨
の
な
か
船
中
か
ら
身
を
乗
り
出
し
て

西
湖
の
風
景
を
満
喫
し
、
墨
絵
の
雰
囲
気
を
味
わ
う
こ
と
が

出
来
、
蘇
州
の
太
湖
で
張
継
が
読
ん
だ
詩
の
雰
囲
気
が
判
る

様
な
気
が
し
ま
し
た
。 

案
内
役
の
張
さ
ん
。
鼈
頭

て
ん
と
う

渚し
ょ

公
園
に
あ
る
無
錫
旅
情
の
石

碑
の
前
で
張
さ
ん
の
リ
ー
ド
で
全
員
？
で
合
唱
。
張
さ
ん
の

歌
の
上
手
い
事
、
仕
事
と
は
い
え
、
と
て
も
熱
心
で
気
持
ち

の
い
い
人
に
ガ
イ
ド
を
し
て
頂
き
、
酒
の
好
き
な
私
は
張
さ

ん
と
ゆ
っ
く
り
飲
ん
で
み
た
い
雰
囲
気
の
あ
る
人
で
し
た
。

帰
宅
後
、
家
内
が
内
科
の
検
査
結
果
（
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
投

与
か
入
院
が
必
要
）
を
告
白
。
私
が
不
在
の
４
日
間
断
食
状

 

態
で
、
少
し
ス
マ
ー
ト
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
と
笑
顔
で
の
言
葉
。

次
の
検
査
で
血
糖
の
（A

1
C

）
が
下
が
る
こ
と
を
願
っ
て
食
事

を
野
菜
中
心
に
私
が
管
理
し
、
８
・
３
（
６
・
２
以
下
が
正
常

値
）
を
１２
月
７
・
３
に
さ
ら
に
三
月
に
は
６
・
４
ま
で
に
下
が

り
一
安
心
。
今
も
２
人
で
正
常
値
に
な
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い

ま
す
。 

今
回
の
旅
は
美
味
し
い
物
を
沢
山
頂
き
、
電
気
自
転
車
、
電

動
バ
イ
ク
の
多
さ
に
び
っ
く
り
、
中
国
は
全
土
が
国
有
地
の
為

か
、
地
下
鉄
工
事
や
高
速
道
路
の
工
事
の
速
さ
、
観
光
を
意
識

し
て
？
の
ま
ち
の
変
化
の
速
さ
に
脅
威
す
ら
感
じ
、
日
本
の
弱

さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

陳
さ
ん
（
無
錫
市
人
民
対 

外
友
好
協
会
の
常
務
副
会 

長
）
と
の
白
酒(

５０
度)

の 

飲
み
比
べ
、
酒
工
場
の
女
性 

社
長
と
の
ツ
ウ
シ
ョ
ッ
ト
、 

少
年
宮
で
の
体
験
、
西
湖
遊 

覧
、
霊
隠
寺
の
歴
史
の
重
み
、 

そ
し
て
最
終
日
の
六
和
塔
、 

楽
し
い
思
い
出
に
残
る
旅
で
し
た
。 

理
事
の
つ
ぶ
や
き 

 
 
 

 

風 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

投
野
幸
子 

風
は
何
故
つ
め
た
い
の
？ 

雨
は
何
故
つ
め
た
い
の
？ 

私
は
風
が
好
き 

雨
も
好
き 

つ
め
た
く
て
も
大
好
き 

つ
め
た
い
風 

つ
め
た
い
雨 

つ
め
た
い
分 

暖
か
さ
が
ど
れ
だ
け
い
い
か 

分
か
る
か
ら
さ 

 

＊障がい者の方が書かれた詩です。 

「わくわく ２０１９ 冬号」に掲載 



                      

ぼらんてぃあ通信 

ボ ラ ン テ ィ ア さ ん 募 集 ！  

連絡・問い合わせ先 

相模原ボランティア協会あじさい連絡所 ： 電話 ０４２（７５９）７９８２ 

相模原市社協 中央ボランティアセンター： 電話 ０４２（７８６）６１８１ 

ボラ協会員数 / 正会員 114 名 ・ 賛助会員（個人）3 名 （法人）1 団体 （4 月17 日現在 ） 
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《 

今
月
の
イ
ラ
ス
ト 

…
桜
の
下
で
の
入
園
式 

》 

編
集
後
記 

 

毎
年
の
こ
と
な
が
ら
私
の
中
で
は
４
月
は
〝
ピ
カ
ピ

カ
の
１
年
生
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
〟
で
、
元
気
な
姿
に
勇

気
を
も
ら
い
ま
す
。 

 

大
き
な
災
害
の
多
か
っ
た
平
成
も
終
わ
り
『
令
和
』
の

年
に
な
り
ま
す
が
、
平
穏
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
ば

か
り
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
杉
） 

2019. 4. 23 

ご
寄
付
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

 

皆
様
の
ご
寄
付
は
当
協
会
の
運
営
に
有
効
か
つ
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

〈
３
月
の
寄
付
者
ご
芳
名
〉 

 
 

千
装

ち

ぎ

ら 

展
子

の

ぶ

こ 

様 
 

 

長
澤

な
が
さ
わ 

壯
た
か
し 

様 

 
 

そ
の
他
１４
名
の
皆
様
か
ら
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

〈
３
月
の
寄
付
金
〉 

 
 

総
額 

６
８
，
７
３
６
円
で
し
た
。 

高齢者施設の日課活動ボランティア 

内 容 施設レクリエーション（オセロやパズル、ゲームなど）の補助 

日 時 月１回～ 

月・水・金の午後１時３０分～午後３時の間で都合の良い時間 

場 所 デイサービス幸智（中央区田名 1207-1） 

相模原市民若葉まつりに参加しませんか？（募集継続）

ボランティア募集 

内 容 ： パレード参加・福祉ゾーンバザーやボラ協

コーナー模擬店の運営のお手伝い 

各ブースの準備や片付けのお手伝いや声

かけなど 

日 時 ： ５月10 日（金）～１２日（日） 

ご都合の良い日に２時間～ 

場 所 ： 市役所周辺の若葉まつり会場内 

バザー品募集 

ご家庭で不要な物（古着以外）、ご寄付いただける手芸

品や材料などをご提供いただけませんか？ 

収集期間 ： ５月１０日まで 

問い合わせ持ち込み時間 ： １０時～１５時 

※連休中（４/２８～５/６まで）を除く 

あじさい連絡所への持ち込みが無理な方はご連絡いた

だければ、日時を調整しお伺いいたします。 

連絡・問い合わせ先 相模原ボランティア協会あじさい連絡所 ： 電話 ０４２（７５９）７９８２ 
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